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タナゴ Acheilognathus melanogaster を題材とした環境教育
プログラムの実践：小学校の総合的な学習の時間を通して
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Practice of Environmental Education on the Endangered Japanese Endemic Bitterling, 
Acheilognathus melanogaster, at the “Time for Integrated Studies” at a Primary School
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ことになり、学校側との検討を 2008 年度末から 2009
年度当初にかけて、数回実施した。



























参加者：児童 15 名、指導者（大学生）8 名、小学校 
　　　　教諭 2名、外部講師 1名、大学教員 1名



































































当日参加者：児童 14 名、指導者（大学生）9 名、小
　　　　　　学校教諭 2名、外部講師 1名、大学教員
　　　　　　１名
　学校から徒歩 15 分程度の川へ行き、6 月と同じ場
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資料２　地域の生物認識度調査
ここ
－ 10 －
タナゴを題材とした環境教育プログラムの実践
資料３　９月のワークシート
資料４　外来種認知度調査
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